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（ 問題：全 5ページ ） 

（ 解答番号：    1    ～    27     ） 

 

第 2問の問 2と問 3， 

第 4問の問 3と問 4，第 5問は 

記述問題解答用紙に解答してください。 

 

記述問題解答用紙には受験番号と氏名を必ず記入してください。 
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必要があれば，次の値を使用せよ。 

 

原子量 Ｈ＝１，Ｏ＝１６，Ｎａ＝２３，Ｓ＝３２，Ｃｌ＝３５．５， 

Ｃｕ＝６３．５，Ｆｅ＝５５．８ 

 

第１問  

２ ｍｏｌ／Ｌの硫酸銅（Ⅱ）（ＣｕＳＯ４）水溶液１０ ｍＬと１ ｍｏｌ／Ｌ塩化鉄（Ⅲ）

（ＦｅＣｌ３）水溶液４０ ｍＬを混合した後，混合液を１ ｍｏｌ／Ｌの水酸化ナトリウム

（ＮａＯＨ）水溶液２５０ ｍＬに混合して反応させると銅フェライト（ＣｕＦｅ２Ｏ４）

の沈殿が得られた。以下の問１～問３に答えよ。解答番号は  １  ～  １３  である。 

 

問１ この反応式は次のように表される。以下の空欄  １  ～  ７  に入る適切な数

値を１～９から選び，それぞれ一つずつ記入せよ。 

 

 １ ＣｕＳＯ４ ＋  ２ ＦｅＣｌ３ ＋  ３ ＮａＯＨ →  

 ４ ＣｕＦｅ２Ｏ４↓ ＋  ５ Ｎａ２ＳＯ４ ＋  ６ ＮａＣｌ＋  ７ Ｈ２Ｏ 

 

問２ 生成した銅フェライト（ＣｕＦｅ２Ｏ４）は何ｇか。小数点以下第２位まで求めよ。

以下の空欄  ８  ～  １０  に入る適切な数値を０〜９から選び，一つずつ記入

せよ。 

 

 ８  ．  ９   １０  ｇ 

 

問３ 反応後の水酸化物イオンＯＨ－の濃度は何ｍｏｌ／Ｌか。小数点以下第２位まで求

めよ。以下の空欄  １１  ～  １３  に入る適切な数値を０〜９から選び，一つ

ずつ記入せよ。 

 

 １１  ．  １２   １３  ｍｏｌ／Ｌ 
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第２問  

以下に，幾つかの金属の性質を説明した文章（１）～（５）を示す。これらの文章を読

み，問１～問３に答えよ。問１の解答番号は  １４  である。問２と問３は記述問題で

ある。 

 

（１） 青銅は，銅に亜鉛を加えて作られた合金である。 

（２） 鉄は，湿った空気中ではさびる。 

（３） 純銅は，黄銅鉱を還元して得られる粗銅を電解精錬することで得られる。 

（４） アルミニウムが空気中でさびにくいのは，アルミニウムの表面に自然酸化皮膜が形

成されているためである。 

（５） 亜鉛をめっきした鋼板はトタンと呼ばれている。 

 

問１ 上記（１）～（５）のうち誤りを含むものを一つ選び，その番号を １４ に記入

せよ。 

 

問２ 問１で選択した文章の誤りを直し，「記述問題解答用紙」に記述せよ。 

 

問３ 金属には電気をよく流し，熱をよく伝える性質がある。この理由を「記述問題解答

用紙」に記述せよ。 
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第３問  

次の文章を読み，問１～問３に答えよ。解答番号は  １５  ～   ２１   である。 

 

２０.０ｇの水酸化ナトリウムを５００ｇの水に溶かしたところ，水溶液の温度が 

１４.０℃から２４.０℃に上昇した。水溶液の比熱は４.２Ｊ／（ｇ・Ｋ）とし，発生した

熱はすべて水溶液の温度上昇に使われたものとする。 

 

問１ 水酸化ナトリウムの物質量は何ｍｏｌか。有効数字２桁で答えよ。以下の空欄 

 １５  ～   １７   に入る適切な数値を０～９から選び，一つずつ記入せよ。 

 

 １５  ． １６   １７  ｍｏｌ 

 

問２ 水酸化ナトリウム水溶液の質量パーセント濃度は何％か。有効数字２桁で答えよ。

以下の空欄  １８  ，  １９  に入る適切な数値を０～９から選び，一つずつ記

入せよ。 

 

 １８  ． １９  ％ 

 

問３ このときの発熱量は何ｋＪか。有効数字２桁で答えよ。以下の空欄  ２０  ， 

  ２１  に入る適切な数値を０～９から選び，一つずつ記入せよ。 

 

 ２０   ２１  ｋＪ 
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第４問  

有機化合物の反応に関する次の文章を読み，以下の問１～問４に答えよ。 

問１，問２の解答番号は  ２２  ～  ２７  である。問３，問４は記述問題である。 

 

アセチレンに水を付加させるとＡビニルアルコールを経て  ２２  となる。 ２２  を

還元すると  ２３  になるが，酸化すると  ２４  になる。  ２３  および  

 ２４  を等モルずつとり，Ｂ濃硫酸を加えて反応させると  ２５  が得られる。 

 

問１ 文章中の空欄   ２２  ～  ２５  に当てはまる物質の化学式を次の 

（１）～（９）の中からそれぞれ一つずつ選び，その番号を記入せよ。 

 

（１）ＨＣＯＯＨ  （２）ＣＨ３ＣＨ２ＯＨ  （３）ＣＨ３ＣＯＯＨ 

（４）ＣＨ３ＯＨ  （５）ＣＨ３ＣＨＯ    （６）ＣＨ３ＣＯＣＨ３ 

（７）ＨＣＨＯ   （８）ＨＣＯＯＣＨ３   （９）ＣＨ３ＣＯＯＣＨ２ＣＨ３ 

 

問２ 化合物  ２５  の性質や特徴に関する次の（１）～（９）の記述として正しいも

のを二つ選び，その番号を解答欄  ２６  および  ２７  に記入せよ。ただし，

解答の順序は問わない。 

 

（１） 常温で空気より軽い気体で，水に溶けにくい。 

（２） 水に僅かに溶けて，弱い酸性を示す。 

（３） 果実臭のする無色で揮発性の液体である。 

（４） 無色無臭の液体で，その蒸気は極めて毒性が高い。 

（５） 有機化合物ではあるが，非常に燃焼しにくい。 

（６） 純物質はやや黄色を帯びた粘性の高い液体である。 

（７） 希酸と反応して水素を発生する。 

（８） 有機物の還元剤として工業的に広く用いられている。 

（９） 接着剤や塗料の溶剤として使われている。 

 

問３ 合成樹脂のひとつであるポリビニルアルコールは，下線部Ａのビニルアルコールの

重合体の構造をとっているが，通常ビニルアルコールからポリビニルアルコールを合

成することは困難である。この理由を「記述問題解答用紙」に記述せよ。 

 

問４ 下線部Ｂの濃硫酸の役割を簡潔に述べよ。解答は「記述問題解答用紙」に記述せよ。 
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第５問  

ペットボトルなどの容器に入れられた炭酸飲料の栓をあけると，気泡が盛んに発生する

現象は，よく見なれた光景である。この気泡が発生する仕組みについて，ヘンリーの法則

に基づいて説明せよ。解答は「記述問題解答用紙」に記述せよ。 

 




